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平成２３年度　秋 田 米 産 地 情 報   [第７号：平成２３年９月２０日]
 

 ＪＡ全農あきた米穀部

 

　平成２３年産　水稲の作柄は「やや不良」
　　　穂数「少ない」、１穂籾数「多い」、全籾数「やや少ない」

平成２３年８月１５現在
東北農政局秋田農政事務所

発表
　　東北農政局秋田農政事務所は８月１５日現在、水稲の作柄を「やや不良」であると発表した。作柄を左
　右した要因は、穂数が「少なく」１穂籾数は「多い」ものの、全籾数が「やや少ない」ことから、登熟は「やや
　良」は見込めるが、総じて平年より「やや不良」になるとしている。
　　９月１５日現在、イネはほとんどの地域で成熟期を迎えており、各ＪＡの調査では「平年並み」～「やや不
　良」を見込んでいる。伸びていた草丈は、減数分裂期に葉色の急激な低下と一時低温が入ったことから、
　稈長の伸びが鈍化し倒伏の心配は少なくなっている。しかし、穂数が少なく１穂籾数が多いことは、登熟
　歩合と千粒重の低下が懸念され、品質・収量に影響を与えかねない。９月に入って相次いで台風１２号・
　１５号が本土を襲撃し、加えて秋雨前線を刺激して各地で豪雨による被害が発生した。刈り取りは積算気
　温を中心に籾や枝梗の黄化程度をみて総合的に判断して行い。ていねいな収穫作業と適正な乾燥作業
　で１５％の玄米水分を厳守して出荷することが肝要である。
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１．４月の播種～

　育苗期間中は

　低温で推移し、

　一時強風に見

　舞われた。

２．５月に入って気温の

　低い日が続き、一時中

　旬に最低気温が１０℃

　を下回るなど寒暖の差

　が非常に大きかった。

３．６月はほぼ平年

　並みに推移してた

　が、５～６日の周

　期で寒暖差が訪

　れた。

４．７月に入って気温は

　高く推移し、７月１１日

　の梅雨明け以降、日

　平均気温が２５℃以

　上の日が続いていた。

５．出穂前後

　は高温で経

　過した。
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６．８月中旬以降は、

　この時期としては珍

　しく寒気が入り、やや

　低い気温で推移して

　いる。

７．台風１２号

　によるフェー

　ン現象。

９月５日台風
１２号はるか
本県沖を北上

９月２２日台
風１５号三陸
沿岸を北上

図．稲作期間中の半旬別日平均気温と日照時間の推移
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４．梅雨明け以降は日
　照の多い日が続いた。

１．播種時は日照

　が多く、育苗期間
　中は日照の少な

　い日が続いた。

３．６月は多照と寡照が交互
 に訪れ、梅雨 入り後は日照

 の少ない 日が続いた。

２．田植え期間中は
　日照の多い日が比

　較的多かった。

５．穂揃い期～

　成熟期は日照
　の少ない日が

　続いている。
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 ＪＡ全農あきた米穀部

　　仙台管区気象台は８月２６日に発表した３ヶ月予報では、９月の天気は数日の短い周期で変わり、
　平年より曇りや雨の日が多い見込みであると発表した。また、１ヶ月予報では９月の第３週と４週目
　は気温が平年並み又は高い確率がともに４０％であると発表した。ここに来て日照時間が極端に少
　なく、気温の低い日が続いている。

３ ヶ 月 １週目

９　　月 ２週目

１０　月 3～4週

１１　月 凡　　例

２０ ４０ ４０

２０ ４０ ４０

２０２０ ４０ ４０

３０ ３０

４０

２０ ３０ ５０

高い平年並み低い４０

３０ ５０

東 北 地 方 の 日 平 均 気 温 の 確 率 仙台管区気象台

　３ ヶ 月 予 報 ８月２６日発表 　１ヶ月予報　（９月１７日～１０月１６日まで） ９月１６日発表

２０ ４０

　　各地域振興局農林振興普及課定点ほ場の生育は、出穂期は８月５日（＋１日）で
　ほぼ平年並みになっており、遅れていた生育は回復傾向にあります。しかし、地域
　差、ほ場間差が大きく、１株の中でもバラツキが大きく、穂揃いが悪くなっております。
　　９月１５日の成熟期調査の結果では、稈長はほぼ平年並みの８３．１㎝（平年比１
　００％）、穂長は１８．１㎝（同１０３％）でやや長くなっており、㎡当たり穂数は４０９本
　（同９３％）とかなり少なくなっております。また、先（８月１９日）に行われた調査では、
　１穂籾数は７９．０粒（同１０７％）と多く、総籾数は３１．７千粒/㎡（同９８％）でやや
　少なくなっております。
　　各ＪＡからの報告（９月１５日現在）によりますと、出穂は全県単純平均で１日遅れ、
　生育状況はほとんどの地域で平年並～やや不良、登熟は平年並み～やや緩慢に
　なっているとの報告になっております。
　　９月に入ってから台風や秋雨前線の影響により、各地で強雨による被害が発生し
　ており、品質の低下が心配されます。倒伏したイネは別刈りするなど、仕分け乾燥を
　行って高品質米の生産に努めましょう。

本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比

（月日）（㎝） （％） （㎝） （％）（本/㎡）（％） （粒） （％） （千粒/㎡） （％）

鹿 角 5 ８．６ 81.9 101% 17.9 105% 458 97% 71.1 103% 32.3 98% 

北秋田 9 ８．２ 80.2 98% 17.2 101% 456 96% 66.4 95% 30.1 91% 

山 本 9 ８．６ 82.7 98% 18.4 105% 386 87% 86.1 115% 33.4 101% 

秋 田 10 ８．３ 85.9 102% 18.0 102% 401 94% 84.8 110% 33.1 100% 

由 利 3 ８．５ 83.7 99% 18.3 101% 375 85% 81.6 110% 30.5 96% 

仙 北 10 ８．６ 79.9 98% 18.1 102% 398 91% 77.7 105% 30.7 95% 

平 鹿 11 ８．６ 86.1 104% 18.5 105% 407 94% 82.1 112% 33.4 105% 

雄 勝 8 ８．６ 84.0 101% 18.6 106% 390 89% 78.9 106% 30.2 94% 

県 北 23 ８．５ 81.5 98% 17.8 103% 429 93% 75.1 105% 31.9 97% 

中 央 13 ８．４ 85.4 101% 18.1 101% 395 92% 84.1 109% 32.5 99% 

県 南 29 ８．６ 83.4 101% 18.4 104% 399 92% 79.7 108% 31.6 99% 

全 県 65 ８．５ 83.1 100% 18.1 103% 409 93% 79.0 107% 31.9 98% 

各地域振興局農業振興普及課の定点調査　　　　　　　　　　２３．８．１９及び９．１５

農　業
振　興
普及課

調査
点数

㎡当り穂数 １穂当たり籾数 ㎡当たり籾数稈　　長 穂　　長
出穂期
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 ＪＡ全農あきた米穀部

　かづの 糊熟期 平年並み やや緩慢 　新あきた 成熟期 やや不良 平年並み

　あきた北 成熟期 やや不良 やや緩慢 　大潟村CE公社 成熟期 平年並み やや緩慢

　鷹巣町 糊熟期 平年並み やや緩慢 　秋田しんせい 成熟期 やや不良 やや緩慢

　あきた北央 糊熟期 平年並み 平年並み 　秋田おばこ 成熟期 やや不良 平年並み

　あきた白神 糊熟期 平年並み やや緩慢 　秋田ふるさと 糊熟期 やや不良 平年並み

　秋田やまもと 糊熟期 平年並み やや緩慢 　おものがわ 成熟期 平年並み 平年並み

　あきた湖東 成熟期 平年並み 平年並み 　こまち 糊熟期 やや不良 やや緩慢

　秋田みなみ 成熟期 平年並み 平年並み 　うご 成熟期 平年並み 平年並み

生　育
状　況

登　熟
状　況

J　A　名
生　育

ステージ
生　育
状　況

登　熟
状　況

　表．各 　J 　A 　の 　生 　育 　状 　況
９月１５日達観調査及びＪＡからの聞き取り

J　A　名
生　育

ステージ

出 穂 は 平 年 並 み
穂数少なく、１穂籾数多い、総籾数やや少ない

カメムシの被害防止と高品質米の乾燥・調製を

　　秋田農政事務所は８月１５日現在、水稲の作柄を「やや不良」であると発表しました。
　作柄を左右した要因は、穂数が「少なく」、１穂籾数は「多い」ものの、全籾数が「やや
　少ない」こと、登熟は「やや良」と見込めるものの、総じて平年より「やや不良」になる
　見込みであるとしております。
　　農業試験場の豊凶考照試験の分げつの発生消長と穂への有効化のデータを見ます
　と、分げつの発生は１次分げつの３号が平年より少なく、穂数不足の要因になっており
　ます。また、７号分げつが平年より多く発生し、今まで発生しませんでした８号分げつが
　確認されております。
　　発生した３号と７号分げつはほとんどが穂になっておりますが、７号分げつが穂になっ
　たことが本年の特徴になっております。３号分げつからの穂は１穂籾数が多く着生しま
　すが、７号分げつから発生した穂の１穂籾数は、他の穂に比較して着粒数が少ないの
　で、総籾数の不足が心配されます。
　　出穂１０日後の籾の大きさは、籾殻長が７．５６㎜（平年差１０６％）、籾幅長が３．５０
　（同１０４％）と平年に比較して大きくなっております。

 

 

図．次 位 別 分 げ つ の 発 生
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 １次分げつの
２号・３号の発
生が少ない。

 １次分げつの７号・８号
の発生が平年より多い。

 ２次分げつの
発生が４０％
少ない。

図．次 位 別 穂 数 の 発 生 数
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 発生した１次
分げつから穂
になった３号
が少ない。

 発生した１次分げ
つの７号はほとんど
穂になっている。

 発生した２次分
げつの４０％が
穂になっている。

 １次分げつ
の８号は穂
の発生がな
かった。
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 ＪＡ全農あきた米穀部

刈り取り時期は平年並みの予想
刈り取りは籾の黄化度９０％を目安に！！

 

籾殻は平年より大きい 

図．玄　米　の　外　形　の　発　達
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玄米の長さは、出穂後５日～７日で

ほぼ決定す る。この時期に、２６℃

以上に日平均気温が連続すると、背

白、基白の発生が多くなる。

出穂後１０日～２０日の

間で２６℃以上の日平均

気温が連続すると腹白、

乳白の発生が多くなる。

 

平年差

本年 平年 比（％）

 出 穂 期 （ 月 ．日 ） ７．３１ ８．１ －１

 籾　殻　長 （㎜） ７．５６ ７．１３ １０６

 籾　殻　幅 （㎜） ３．５０ ３．３８ １０４

 １ 株 平 均 穂 数 ２０．１ ２０．２ ９９

 １ 穂 平 均 籾 数 ７２．７ ６７．２ １０８

 １ 株 当 た り 籾 数 １，４６１ １，３５８ １０８

試験年次
項　　　　　目

表．出穂１０日後の籾の大きさ

注：平年は平成１２年～２２年の平均値

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．粗玄米千粒重の推移
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　粗玄米千粒重は出穂後
２０日には平年より高くな
っているが、３０日以降は
低く経過し、出穂後５０日
には平年並みになった。

図．登熟歩合の推移
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　登熟歩合は出穂後３０
日以降は低く経過し、出
穂後５０日には平年並み
になった。

　刈り取りに向けた技術対策
　　

 

◎　

◎

◎

◎

刈り取り時期の診断 ： ●　品種別、ほ場別に刈り取り時期を正しく診断し適期刈り取りに努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●　積算気温、籾の黄化程度９０％など総合的に刈り取り時期を判断する。
　　 　倒伏ほ場の刈り取り  ： ●　停滞水の速やかな排除に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　穂発芽による品質低下が懸念される場合は速やかに収穫作業に入る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　追い刈りや横刈りなどにより刈り取り精度の向上に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　被害籾は仕分けして乾燥調製を行う。
　　 　高品質米生産のため ：●　高水分籾の刈り取りは絶対避ける。
　　　　 の収穫・乾燥調製　　　 ●　籾水分の測定は、できる限りサンプル数を多くして行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　二段乾燥で過乾燥の防止に努める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　網目は１．９０㎜で行い、整粒歩合８０％以上に仕上げる。

　　 　農作業の事故防止　 ： ●　無理のない作業計画を立てる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　作業前には体調を万全に整え、作業に適した服装で作業を行う。
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 ＪＡ全農あきた米穀部

地域
本年 平年差 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比 本年 平年比

８/　６ ２５４ １０８ ７２ １２０ ２１３ ９４ １４ ２５ ２３３ １０９ ６８ １３７ ２０６ １０５ ２５ ５７

８/１０ ２３６ １０２ ４３ ７３ ２１１ ９５ ５０ ９４ ２３２ １１３ ３９ ８２ ２０３ １１１ １９ ４３
８/　６ ２６４ １１０ ６３ １０６ ２３４ １００ １５ ２６ ２４２ １０９ ６５ １２５ ２１６ １０８ ２２ ４８
８/１０ ２４８ １０４ ３７ ６２ ２２０ ９６ ４８ ８７ ２４１ １１４ ３５ ７１ ２１１ １１２ ２０ ４４
８/　６ ２６９ １０９ ６９ １０５ ２３１ ９６ ２３ ３６ ２４８ １０９ ７１ １２２ ２２４ １０７ ３０ ５７

８/１０ ２５６ １０５ ４５ ６８ ２２５ ９６ ６０ ９７ ２５０ １１４ ３５ ６３ ２１６ １０９ ２８ ５５
８/　６ ２７５ １０９ ６６ ９８ ２３８ ９６ １８ ２６ ２５７ １０９ ７３ ９７ ２３３ １０８ ２８ ３７
８/１０ ２６２ １０４ ４２ ６２ ２３４ ９７ ５７ ７８ ２５６ １１２ ３６ ４８ ２２８ １１１ ２５ ３４

８/　６ ２６４ １０７ ７１ １０７ ２３４ ９７ １８ ２８ ２４８ １０８ ６６ １１３ ２０３ ９６ ３３ ６５
８/１０ ２５３ １０２ ４３ ６６ ２２７ ８８ ５４ ８８ ２４５ １１１ ３７ ６８ ２３５ １１７ ３０ ６３
８/　６ ２５４ １０８ ６８ １０８ ２２２ ９７ １７ ２８ ２４７ １０９ ６０ １１１ ２２２ １０７ ３５ ７６
８/１０ ２４０ １０３ ３０ ５５ ２２１ ９９ ５０ ８８ ２４１ １１０ ３６ ７２ ２４５ １１５ ２６ ５９

８/　６ ２７２ １０９ ７１ １１７ ２３４ ９６ １８ ３１ ２５３ １０９ ６３ １１７ ２２８ １０７ ４２ ９１
８/１０ ２５６ １０３ ４２ ７０ ２３２ ９７ ５４ ９７ ２４８ １１１ ４０ ８０ ２３０ １１５ ３５ ８０
８/　６ ２６３ １０８ ６７ １１０ ２２７ ９６ １６ ２７ ２４２ １１２ ６３ １２２ ２２１ １０７ ４４ ９７

８/１０ ２４９ １０３ ４０ ６７ ２２２ ９６ ５４ ９８ ２３９ １１０ ４３ ８８ ２２４ １１５ ３２ ７２

各地域の出穂後１０日間毎の積算気温・日照時間

出穂期
（月/日）

推　 定
出穂日
（月/
日）

出穂翌日から１０日間 出穂１１日～２０日
積算気温（℃） 日照時間 積算気温（℃） 日照時間

大曲 ８/６ ＋２

横手 ８/６ ＋１

湯沢 ８/６ ±０

能代 ８/６ ＋２

秋田 ８/６ ＋１

本荘 ８/６ ±０

鹿角 ８/６ ＋２

鷹巣 ８/６ ＋１

出穂２１日～３０日 出穂３１日～４０日
積算気温（℃） 日照時間 積算気温（℃） 日照時間

　　各地域振興局農業振興普及課の定点調査
　「あきたこまち」の出穂期は、ほぼ平年並みなっ
　ております。表は各地域の出穂期が８月５日と
　１０日に出穂した場合、出穂期翌日から１０日
　後毎の積算気温と日照時間を示したものです。
　　積算気温は各地域及び各期間ともに平年並
　み～やや高めに経過しております。
　　しかし、積算日照時間は全県的に平年に比
　較して少ない期間が多く、とくに、出穂が遅れ
　た場合にその傾向が顕著に表れている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　高品質米生産には
　● 刈り取り時期は籾・枝梗の黄化度９０％
　　　　　　　内の２次枝梗が黄化した時

 

 

本　年 平年差 ９５０℃ １０５０℃

８月　５日 ９月１６日 ９月２２日

８月１０日 ９月２４日 １０月１日

８月　５日 ９月１５日 ９月１９日

８月１０日 ９月２２日 ９月２８日

８月　５日 ９月１３日 ９月１８日

８月１０日 ９月２０日 ９月２６日

８月　５日 ９月１２日 ９月１６日

 

 

 

 

 

８月

８月

１０日 ９月１８日 ９月２４日

　５日 １８日
本　荘 ８月５日 ±０

鹿　角 ８月６日 ±０

鷹　巣 ８月２日 －２

能　代 ８月６日 ＋２

秋　田 ８月３日 ±０

大　曲 ８月５日 ＋２

あきたこまちの積算気温からみた目安

地域
出　穂　期 推　 定

出穂日
積算気温（月・日）

９月１４日 ９月

８月１０日 ９月１９日 ９月２５日

８月　５日 ９月１４日 ９月１９日

８月１０日 ９月２１日 ９月２７日

８月　５日 ９月１４日 ９月１９日

８月１０日 ９月２０日 ９月２６日

８月　５日 ９月１５日 ９月２０日

８月１０日 ９月２２日 ９月２８日
湯　沢 ８月６日 ±０

注：出穂翌日から９月２０日まで、以降は平年値

横　手 ８月６日 ＋１

　　「あきたこまち」の刈り取り適期は、出穂後の
　積算気温が９５０℃～１，０５０℃が目安です。
　　各地域の出穂期から出穂以降９５０℃と１，０
　５０℃に達する日を推定（９月２０日以降は平年
　値を使用）した結果は表の通りです。
　　すでに９５０℃に達している地点が多くなって
　おります。今年は日照時間が少ないことから、
　実際の刈り取りに当たっては、積算気温を基
　に、籾の熟色と枝梗の黄化度９０％を目安に
　するなど、総合的に判断して決めましょう。
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斑点米カメムシ類の混入防止と高品質米への調製を！！

　　本年の斑点米カメムシ類は平年より多く発生しております。これは梅雨明けが異常に
　早く、雨が少なく高温で経過したことから、カメムシの生息に適した気象であったことに
　よるものです。
　　これまで秋田県病害虫防除所は８月１０日と２３日の２回にわたって注意報を発令し
　て防除の呼びかけを行ってきました。しかし、一部では防除が完全に行き届かなく、出
　荷 ・検査時点で落等した地域も見受けられます。乾燥・籾すり・選別には十分気をつけ
　て高品質米の調製に心がけましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきたｅｃｏらいすの拡大に向けた取り組み

アカスジカスミカメ

部斑点米 頂部斑点米

アカヒゲホソミドリカスミカメ

正常な玄米 側
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ＪＡ全農あきた米穀部

　　あきたｅｃｏらいすとは、減農薬栽培米を秋田米のスタンダードとして早期に定着させるための米づくり運動
　と、これにより以下で定義される減農薬栽培された米のことを言います。減農薬栽培米とは、慣行栽培と比
　較して農薬の使用成分回数を５割 （１０回）以下に抑えた米であり、減農薬栽培で生産されたこだわり米や

　特別栽培米、有機米もあきたｅｃｏらいすに含みます。
　　あきたｅｃｏらいすは、「環境に配慮した生産」、「低コスト省力型生産」、「販売を意識した生産」の３つの生

　産拡大をテーマとしており、生産技術の普及拡大のみならず、秋田米の販売環境を生産者側から提案・改
　善していこうとする取り組みです。
　　ＪＡ全農あきたでは、商標登録したロゴマークを表示することにより、区分販売を行う予定です。また、認証

　については、有機栽培、特別栽培が現行制度（有機栽培は認証機関による認証、特別栽培では県認証）で
　の認証とし、減農薬栽培米とこだわり米については集荷団体の独自認証とすることとしております。

平成２３年度　秋 田 米 産 地 情 報   [第７号：平成２３年９月２０日]

秋田県のコメセシウム濃度検査実施

収穫前・収穫後ともに旧市町村すべて”未検出”

 

 

 

 

 

 

　　秋田県では、収穫後の県産米の放射性物質
　く確認するため、県内３ヵ所
　自で収穫前調査を行った。その結果、
　　また、収穫後の県産米について、
　６９ヵ所（旧市町村単位）において、
　性セシウムは未検出であると発表し

（本調査）の前に、県産米の安全性をいち早
（県北・中央・県南ブロック単位に１ヵ所ずつ）において、県が独

３ヵ所において未検出であると発表した。
安全性の確認と出荷制限の要否を判定するため、県内
収穫後調査を実施しました。すべての箇所において放射
、県内全２５市町村において、出荷自粛を解除した。

秋田さきがけ平成２３年９月２１日

　【分 析 方 法】 ： ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種
　　　　　　　　　　　 分析法による。
　【定量下限値】 ： 放射性セシウム１３４、放射性セシウム１３７
　　　　　　　　　　　 ともに２０ベクレル/㎏
　【検 査 機 関】 ： 秋田県健康環境センター
　 注 ： 「未検出」とは、放射性物質が存在しない、又は定量限
　　　　 界値以下を示している。

秋田さきがけ
平成２３年９月１日
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　　出来秋が来た。夏が終わりに近づく今頃は、新米を楽しみに待つ季節である。
　　しかし、今年の秋はいつもの秋とは違う。春先から懸念されていたことがやはり持ち上がって
　きた。収穫を迎えて、コメの安全確保は「コメどころ秋田」にとって重大な問題である。
　　秋田県では９月１日・ ５日、収穫前のコメの放射性物質を調べた結果、「放射性セシウムは
　検出されなかった」と発表した。採取したコメはいずれも「あきたこまち」で、秋田県農業試験場
　で脱穀、乾燥したのち、籾すり・調製をおこない、秋田県健康環境センターでゲルマニウム半
　導体検出器を使い検査を実施した。国の方針に沿って、検出可能な下限値を１㎏当たり２０ベ
　クレルとして分析を実施し、その結果、秋田県は「３箇所とも検出されなかった」と発表した。
　　さらに、収穫後の本検査を旧市町村単位（６９市町村）で、農家が乾燥・調製したコメの一部
　を採取し、収穫前調査と同様に検査を実施することとした。秋田県では「主食用のコメきめ細
　かな範囲で安全を確認することが必要である」として、農家の出荷に遅れが出ないように速や
　かに調査を実施する」こととした。９月９日～２０日にかけてコメを採取して調べ、その結果は
　「県内全域で放射性セシウムは検出されなかった」と発表した。現行の全２５市町村すべてで
　出荷が可能になった。
　　県内全域で放射性セシウムが未検出となったことから、県内外に安全性を強くアピール出来
　るようになった。これで、「コメの不足感があるうちに有利販売を進める」ことが可能になり、農
　家の期待に応えられるようになった。加えて、関係機関・団体が一体となり、「秋田米」の安全
　性と風評被害が出ないように、消費者や流通業者の不安解消へ万全を期す必要を痛感してい
　る。
　　こうした中、刈り取りを間近にして台風１５号と秋雨前線による強雨が降り続き、農家は雨空
　を見上げながら、収穫の遅れによる品質低下を心配する場面もあった。イネの出穂は平年並
　みであったことから、刈り取りもほぼ平年並みと予想された。積算気温ではすでに刈り取りの
　９５０℃を過ぎていたが、日照時間が平年より大幅に少ないことから、適期刈り取りの判断が
　難しくなっている。強雨が続いた割には倒伏が少ないことから、秋田農政事務所が８月３０日
　に発表した作柄概況は「やや不良」のとおり、本当に収量は少ないのか収穫が待たれる。
　　さいわい、昨年のような品質低下は免れたものの、いかなる気象条件に遭遇しようとも、品
　質の良い美味しいコメの生産をお願いしたいものである・・・・。斑点米カメムシの異常発生に
　よる被害も懸念され、最後の収穫・乾燥調整には万全を期して、良い出来秋を迎えたいもの
　である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだま

ＪＡ全農あきた米穀部
TEL：018-864-2470
FAX：018-864-2456

全国農業協同組合連合会 秋田県本部
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次回の発行は１０月１５日頃の予定
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